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町
税
の
収
入
未
済
額
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
解
消
し
て
い
く
の
か
。

外
部
か
ら
専
門
的
な
知

識
を
持
っ
た
職
員
等
の
配

置
を
す
べ
き
で
は
。

町
民
税
務
課
長　

町
税
の
滞

納
に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
解
決

で
き
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
地
道
に
努
力
を
し
な
が

ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

副
町
長　

人
材
確
保
に
つ
い

て
は
、
税
務
署
等
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

多
方
面
に
声
か
け
を
し
て

い
る
が
、
人
材
が
確
保
で
き

て
い
な
い
状
況
な
の
で
、
引

き
続
き
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

が
減
少
し
た
要
因
は
。

商
工
観
光
課
長  

令
和
５
年

度
の
総
務
省
の
告
示
改
正
を

受
け
て
寄
付
単
価
を
上
げ
た

こ
と
が
、
今
な
お
厳
し
い
状

況
に
繋
が
っ
て
い
る
。
寄
付

の
９
割
以
上
を
占
め
て
い
た

主
力
返
礼
品
へ
の
寄
付
が
減

り
、
競
争
力
を
失
っ
て
い
る
。

厳しい財政運営でも新たな政策で町の未来をつくる取組みが重要

　

財
政
力
指
数
及
び
経
常

収
支
比
率
に
つ
い
て
詳
細

説
明
を
。

財
務
課
長  

財
政
力
指
数

（
※
１
）
は
低
下
傾
向
だ
が
、

そ
の
部
分
は
普
通
交
付
税
で

カ
バ
ー
さ
れ
る
た
め
大
き
な

影
響
は
な
い
。

　

経
常
収
支
比
率
（
※
２
）

は
、
大
型
の
借
入
の
償
還
が

終
了
し
て
き
て
い
る
の
で
、 

借
金
の
残
高
と
同
時
に
単
年

度
の
償
還
額
も
減
少
傾
向
に

あ
る
。

　

今
後
も
比
率
が
下
が
る
要

素
は
あ
る
が
、
町
税
も
減
少

傾
向
で
あ
る
た
め
、
財
政
運

営
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
が
続
く
。

　
町
の
財
政
状
況
は

　
町
税
徴
収
の

　
　
　
　
取
組
み
を

   

ふ
る
さ
と
応
援

     

寄
付
金
大
丈
夫
か
？

《
一
般
会
計
》

（
※
１
）
財
政
力
指
数
と
は

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を

示
す
指
数
で
、
数
値
が
高
い
ほ

ど
、
財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
い

え
る
。

（
※
２
）
経
常
収
支
比
率
と
は

　

毎
年
度
経
常
的
な
収
入
に
対

し
て
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
の
よ
う
に
毎
年
度
経
常
的

に
支
出
さ
れ
る
経
費
（
経
常
的

経
費
）
の
占
め
る
割
合
の
こ
と
。

数
値
が
低
い
ほ
ど
財
政
構
造
の

弾
力
性
が
高
い
。

決算審査
あの事業の成果は ?

効果どうだったの ?

令和 6 年度　一般会計・特別会計・上下水道事業会計歳出決算額

令和６年度の一般会計及び各特別会計・上下水道事業会計について、
９月８日、９日の決算特別委員会（和田成功委員長）で詳細な審査をしました。
主な質疑は次のとおり。

97 億 4931 万円

詳細質疑は
QR コードから

新たな

取組みが必
要！
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活動中のシルバー人材センターの会員

山北商店街の飲食店で食べられる
ジビエメニュー

　
　

増
加
傾
向
の
災
害
復
旧
費

　
山
北
町
産
材
の

　
　
　
　
利
活
用
を

　
脱
放
置
空
き
家

　
　
　
　
に
向
け
て

　
ジ
ビ
エ
施
設
の

　
　
　
利
用
促
進
を

農
林
水
産
施
設
災
害
復

旧
費
と
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
費
に
お
い
て
、
件

数
増
加
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

農
林
課
長　

以
前
よ
り
強
風

や
大
雨
に
よ
る
災
害
を
受
け

る
期
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
。

　

林
道
や
農
道
に
一
度
流
出

し
て
し
ま
っ
た
ス
コ
リ
ア
は

３
～
４
年
間
は
同
じ
箇
所
か

ら
流
出
し
て
し
ま
う
の
で
、

も
う
し
ば
ら
く
は
、
こ
の
状

況
が
続
く
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
運
行
事

業
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

福
祉
課
長  

使
い
勝
手
や
使

用
目
的
の
把
握
の
た
め
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
で
は
、
年
々
収
入

減
で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
。

福
祉
課
長  

会
員
数
が
減
少

し
、
受
注
を
こ
な
す
の
が
難

し
い
状
況
で
あ
る
。

　

放
置
空
家
対
策
事
業
の

実
績
は
。

　

ま
た
、
今
後
放
置
空
き

家
に
対
し
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

環
境
課
長  

空
家
等
対
策
協

議
会
（
※
）
を
３
回
開
催
し
、

空
家
等
対
策
計
画
改
定
の
審

議
を
行
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
末
に
計
画
を

改
定
し
、法
改
正
に
伴
い「
管

理
不
全
空
家
等
」
を
含
め
た

判
定
基
準
を
作
成
し
て
い
る
。

　

今
後
は
基
準
に
基
づ
き
、

特
定
空
家
へ
の
対
応
や
所
有

者
へ
の
指
導
を
進
め
て
い
く
。

　

あ
し
が
ら
ジ
ビ
エ
工
房

の
実
績
と
施
設
の
利
用
促

進
へ
向
け
た
取
組
み
は
。

農
林
課
長  

利
用
実
績
は
町

内
分
20
頭
、
利
用
者
３
名
。

当
初
目
標
は
１
０
０
頭
だ
っ

た
が
、
豚
熱
の
影
響
で
未
達

と
な
っ
た
。

　

町
内
飲
食
店
へ
の
普
及
助

成
は
25
件
で
あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
処
理
技
術
向
上

の
研
修
な
ど
で
利
用
促
進
を

図
る
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
は

ど
う
活
か
せ
た
か
。

農
林
課
長  

林
道
や
作
業
道

の
補
修
工
事
や
維
持
管
理
工

事
等
に
充
当
し
た
。

　

ま
た
、木
育
推
進
の
た
め
、

川
村
小
学
校
学
習
机
天
板
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

机
・
イ
ス
な
ど
町
産
材
を
用

い
た
木
製
備
品
の
購
入
費
用

に
も
活
用
し
た
。

　

今
後
も
県
森
林
協
会
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
な
ど
、

有
効
活
用
に
努
め
て
い
く
。

倒木により通行が困難になった道路

　
福
祉
の
充
実
を

都
市
整
備
課
長　

町
道
等
へ

の
倒
木
や
町
有
地
か
ら
民
地

へ
の
土
砂
の
流
出
も
年
々
増

加
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
や
山
北
町
建
設
業
協
同

組
合
と
の
連
携
に
よ
り
危
険

箇
所
の
事
前
把
握
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
※
）
空
家
等
対
策
協
議
会
と
は

　

委
員
は
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

建
築
士
、
不
動
産
関
係
の
専
門

家
等
で
構
成
し
、
空
き
家
対
策

の
審
議
を
行
な
っ
て
い
る
。
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人気のお試し住宅　ホタルの家

生涯スポーツセンターにて行われた
夜の瞑想ヨガ

みんチャレアプリの導入で健康増進を！

　
　

若
者
が
魅
力
を
感
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を

　
　

山
北
モ
デ
ル
の
発
信
で

　
　
　
　
　
　
　
町
の
活
性
化
を

　
　

国
民
健
康
保
険

町
営
住
宅
の
現
在
の
入

居
状
況
は
。

今
後
若
者
世
帯
の
移
住

定
住
に
向
け
た
取
組
み
は
。

定
住
対
策
課
長　

１
年
以
上

空
室
に
な
っ
て
い
る
部
屋
も

あ
る
。
事
業
者
と
連
携
を
図

り
募
集
に
努
め
る
。

町
長　

住
宅
は
補
助
金
を
活

用
し
て
い
る
た
め
転
用
が
難

し
い
が
、
移
住
し
た
い
方
の

た
め
に
幅
広
い
住
宅
環
境
を

考
え
て
い
く
。

体
育
施
設
整
備
事
業
で

は
、
今
後
、
山
北
モ
デ
ル

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
町
産
材

の
活
用
や
町
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
べ
き
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　

多
く
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
積

極
的
に
発
信
し
、
町
の
認
知

度
を
上
げ
て
い
く
。

令
和
８
年
度
か
ら
始
ま

る
子
育
て
支
援
制
度
に

よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険

税
の
上
乗
せ
は
、
ど
の
程

度
に
な
る
の
か
。

保
険
健
康
課
長　

収
入
に

よ
っ
て
変
わ
る
が
、
３
年
間

で
段
階
的
に
増
額
し
て
い
く
。

　

国
の
試
算
で
は
令
和
８
年

度
は
月
額
２
５
０
円
、
令
和

９
年
度
が
３
０
０
円
、
令
和

10
年
度
が
４
０
０
円
程
度
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の

資
産
割
を
令
和
８
年
度
に

０
％
に
す
る
。

こ
の
移
行
に
よ
り
、
保

険
税
を
支
払
え
な
い
方
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

保
険
健
康
課
長　

資
産
を
多

く
持
っ
て
い
る
方
は
、
金
額

は
減
少
す
る
方
も
出
て
く
る
。

　

一
方
、
資
産
を
全
く
持
っ

て
い
な
い
方
の
場
合
、
所
得

割
や
、
均
等
割
が
増
え
る
こ

と
に
な
る
が
、
影
響
が
出
な

い
よ
う
３
年
間
に
分
け
て
資

産
割
の
廃
止
を
行
っ
た
。

東
山
北
１
０
０
０
ま
ち

づ
く
り
の
民
間
事
業
者
の

反
応
と
、
進
捗
は
。

定
住
対
策
課
長  

物
価
高
騰

で
事
業
者
の
反
応
は
よ
く
な

い
。
ま
た
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
、
地
権
者
の
状
況
に

も
変
化
が
あ
る
こ
と
や
盛
土

規
制
法
な
ど
に
よ
り
予
定
ど

お
り
進
め
ら
れ
る
か
は
難
し

く
な
っ
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
の
反
応
や

意
見
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長  

「
木
の
香

り
が
良
く
、
そ
の
中
で
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
で
き
る
こ
と

が
嬉
し
い
」
等
の
感
想
を
い

た
だ
い
て
い
る
。　
　

　

そ
の
他
、
備
品
の
追
加
な

ど
の
要
望
が
あ
る
。
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
も
の
は
対
応

し
、
必
要
性
を
考
慮
し
た
な

か
で
、
少
し
ず
つ
増
や
し
て

い
き
た
い
。

《
特
別
会
計
》

お
試
し
住
宅
は
利
用
者

が
増
え
た
の
か
。

定
住
対
策
課
長  

申
し
込
み

は
も
う
少
し
あ
っ
た
が
、
急

な
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
り
34
週

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
１
件
の
定
住
に
つ

な
が
っ
た
。
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高度処理型のメンテナンスの様子

管路更新で持続可能な水道事業へ

　
　

町
設
置
型
浄
化
槽
事
業

　
　

下
水
道
事
業
、
企
業
会
計
へ

令
和
５
年
度
に
下
水
道

使
用
料
を
改
定
し
た
が
、

今
後
改
定
の
考
え
は
。

上
下
水
道
課
長　

前
回
の
改

定
時
、
審
議
会
か
ら
「
お
お

む
ね
３
年
ご
と
の
改
定
が
望

ま
し
い
」
と
答
申
が
出
さ
れ

て
い
る
。

　

今
年
度
中
に
審
議
会
を
立

ち
上
げ
、
下
水
道
使
用
料
の

改
定
に
つ
い
て
審
議
を
予
定

し
て
い
る
。

歳
入
に
対
し
歳
出
が
２

倍
か
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
県
・
国
か
ら

の
補
助
で
補
填
し
て
き
た

が
、
今
後
の
見
込
み
や
考

え
方
は
。

令
和
６
年
度
か
ら
下
水

道
事
業
が
公
営
企
業
会
計

へ
移
行
さ
れ
た
経
過
と
、

効
果
や
課
題
は
。

上
下
水
道
課
長　

国
か
ら
の

要
請
で
移
行
と
な
っ
た
。

　

効
果
と
し
て
、
経
営
状
況

や
財
政
状
態
の
把
握
が
可
能

に
な
り
、
更
新
費
用
の
試
算

も
正
確
に
な
っ
た
。

　

課
題
は
ま
だ
１
年
目
の
た

め
、
今
後
財
務
諸
表
を
活
用

し
分
析
し
て
い
く
。

　
　

美
味
し
い
水
の
安
定
供
給
を

かながわの水源　丹沢湖

上
下
水
道
課
長　

平
成
20
年

度
か
ら
高
度
処
理
費
補
助
を

積
立
て
て
運
用
し
て
き
た

が
、
繰
越
し
が
減
少
し
、
令

和
７
年
度
か
ら
は
一
般
会
計

か
ら
繰
入
れ
し
て
い
る
。

　

現
在
、
水
源
税
の
次
期
制

度
（
令
和
９
年
度
～
）
に
向

け
協
議
を
継
続
し
て
い
る

が
、
県
は
高
度
処
理
型
と
通

常
型
の
合
併
処
理
浄
化
槽
維

持
費
の
差
額
分
を
支
援
す
る

方
針
を
示
し
て
い
る
。

《
企
業
会
計
》

老
朽
化
に
よ
り
管
路
破

損
の
事
例
も
あ
る
。

今
後
、
計
画
的
な
更
新

や
水
道
料
金
見
直
し
も
あ

る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

減
価
償
却

率
・
管
路
経
年
化
率
は
上
昇

し
、
更
新
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
。
経
常
収
支
比
率
も
費

用
増
で
上
昇
す
る
。
今
後
も

管
路
な
ど
の
更
新
が
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

　

今
年
度
に
運
営
審
議
会
を

立
ち
上
げ
、
料
金
改
定
の
審

議
を
予
定
し
て
い
る
。

維
持
管
理
は

　
県
で
実
施
す
る
べ
き
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イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
Ｄ
Ｘ
推
進
を

　
　
安
定
通
信
を
め
ざ
し
て 

「
３
次
元
点
群
処
理
シ

ス
テ
ム
（
※
）
導
入
」
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
効
果
は
。

都
市
整
備
課
長 

従
来
の
２

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
か
ら
３
次
元
点

群
デ
ー
タ
へ
移
行
し
、
住
民

説
明
の
立
体
化
に
よ
る
理
解

促
進
と
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

神
奈
川
県
の
推
進
に
合
わ

せ
、
本
町
も
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ

に
取
り
組
む
。

ド
ロ
ー
ン
と
の
連
携
や

職
員
の
ス
キ
ル
習
得
を
ど

う
進
め
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長  

町
に
は
現

在
ド
ロ
ー
ン
は
な
い
が
、
民

間
事
業
者
に
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く

予
定
と
し
て
い
る
。

将
来
の
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ

の
行
方
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

都
市
整
備
課
長  

災
害
時
の

現
場
調
査
や
土
砂
崩
落
の
被

害
把
握
、
森
林
境
界
確
定
な

ど
防
災
・
林
業
分
野
で
の
活

用
を
想
定
し
て
い
る
。

　

  

大
野
山
の
防
災
設
備
の

   

修
繕
内
容
と
は
。

地
域
防
災
課
長  

大
野
山
の

防
災
無
線
移
動
系
中
継
局
ア

ン
テ
ナ
内
の
機
械
を
冷
却
す

る
フ
ァ
ン
２
台
の
う
ち
１
台

が
故
障
し
、
修
理
予
定
。
昨

年
も
別
の
フ
ァ
ン
を
交
換
し

た
が
、
今
年
の
暑
さ
で
再
び

故
障
し
た
。

Ｉ
Ｐ
無
線
化
に
よ
り
修

理
費
も
な
く
な
る
の
で
は
。

地
域
防
災
課
長  

大
野
山
の

中
継
局
や
本
部
の
移
動
系
機

器
は
、
今
後
不
要
に
な
っ
て

く
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
保
守

も
減
っ
て
く
る
が
、
こ
の
過

渡
期
に
は
ど
う
し
て
も
重
複

が
生
じ
る
。
た
だ
、
よ
り
良

い
方
法
を
見
出
す
た
め
に
必

要
な
時
期
だ
と
捉
え
て
い
る
。

（
※
）
３
次
元
点
群
処
理
シ
ス
テ

ム
と
は

　

ド
ロ
ー
ン
や
３
Ｄ
ス
キ
ャ

ナ
ー
な
ど
で
取
得
し
た
膨
大
な

「
点
」
の
集
ま
り
で
あ
る
点
群

デ
ー
タ
を
、
解
析
・
編
集
し
て

３
次
元
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
た

め
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
こ
と
。

　

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
３
日
（
水
）
～
11
日
（
木
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
は
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
等
を
審
議
し
、

　

全
て
認
定
及
び
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

9月定例会（9月３日～11日）
令和７年度一般会計補正予算  
3 億 4117 万円を追加

事　　業 内　　容 金　　額

町道等維持管理事業 ３次元点群処理システム導入 458 万円

防災設備等維持管理事業 大野山中継局の換気設備の修繕費   52 万円

旧ビジターセンター維持管理事業 旧ビジターセンターの看板撤去費用 160 万円

都市公園等維持管理事業 公園ベンチ修繕、のびのび公園日よけ設置など 100 万円

基金管理事業 今後の公共施設の整備費として積立    １億円

注目事業！！

災害時に重要な
大野山の防災無線のアンテナ
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議案等審議の結果
第 3 回　定例会（9 月 3 日～ 11 日）

議　案　内　容 審議結果

令和 6 年度
決算認定

一般会計 一般会計
歳入決算額 62 億 342 万円　歳出決算額 60 億 90 万円

認定

特別会計

国民健康保険事業
歳入決算額 12 億 8,727 万円　歳出決算額 12 億 7,256 万円

認定

後期高齢者医療
歳入決算額 2 億 4,544 万円　歳出決算額 2 億 4,248 万円

認定

町設置型浄化槽事業
歳入決算額 1,364 万円　歳出決算額 959 万円

認定

山北財産区
歳入決算額 315 万円　歳出決算額 251 万円

認定

共和財産区
歳入決算額 3,731 万円　歳出決算額 3,189 万円

認定

三保財産区
歳入決算額 664 万円　歳出決算額 517 万円

認定

介護保険事業
歳入決算額 13 億 2,080 万円　歳出決算額 12 億 9,711 万円

認定

商品券
歳入決算額 812 万円　歳出決算額 490 万円

認定

水道事業会計 歳入決算額 2 億 9,001 万円　歳出決算額 2 億 7,207 万円 可決・認定

下水道事業会計 歳入決算額 6 億 2,176 万円　歳出決算額 6 億 1,013 万円 可決・認定

報告 健全化判断比率及び資金不足比率
令和 6 年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業会計の資金不足比率

報告のみ

令和７年度
補正予算

一般会計 一般会計
補正追加額　3 億 4,117 万円　合計額 60 億 259 万円

可決

特別会計

国民健康保険事業
補正追加額　1,512 万円　合計額 13 億 6,360 万円

可決

後期高齢者医療
補正追加額　502 万円　合計額 2 億 5,290 万円

可決

町設置型浄化槽事業
補正追加額　86 万円　合計額 1,224 万円

可決

山北財産区
補正追加額　34 万円　合計額 606 万円

可決

共和財産区
補正追加額　262 万円　合計額 7,919 万円

可決

三保財産区
補正追加額　22 万円　合計額 657 万円

可決

介護保険事業
補正追加額　3,687 万円　合計額 13 億 4,419 万円

可決

商品券
補正追加額　59 万円　合計額 893 万円

可決

人事

  教育委員会教育長 任命  水野博文氏 同意

  教育委員会委員 任命  藤原千夏氏 同意

  人権擁護委員 推薦  工藤茂男氏 同意

推薦  牛山良枝氏 同意

条例の一部
改正

行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関するもの　
個人番号利用事務の拡大

可決

職員の勤務時間、休暇等に関するもの
育児に係る両立支援制度を利用しやすい勤務環境の整備

可決

職員の育児休業等に関するもの
町職員の部分休業を拡大

可決

手数料条例
固定資産課税台帳又はその写しの閲覧に関する手数料を改正

可決
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暮らしの再建に寄り添う
　　　　　復興支援を

防災意識を高め防災意識を高め
被害の最小化に取組む被害の最小化に取組む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
現
状
と
、

全
体
計
画
の
策
定
状
況
は
。

　
　

推
進
体
制
や
重
点
取
組

み
事
項
な
ど
を
位
置
付
け
る

「
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
庁
的
・
推
進
的

な
組
織
体
制
を
し
っ
か
り
位

置
付
け
る
べ
く
、
行
政
改
革

推
進
会
議
で
協
議
を
進
め
て

い
る 

。

　

新
た
な
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
の
導
入
な
ど
、
行

政
内
部
の
変
革
へ
の
取
組

み
は
。

　
　

人
材
確
保
や
人
材
育

成
、
財
政
的
な
負
担
な
ど

の
課
題
が
あ
る
中
、
業
務
効

率
化
を
図
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
る
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
の
導
入
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

持続可能な
  まちづくりにＤＸ推進を

積極的に積極的に
       取り組んでいく       取り組んでいく

動画はこちら

動画はこちら

　

住
ま
い
や
な
り
わ
い

の
再
建
に
関
わ
る
『
復
興
』

計
画
は
、
ど
こ
ま
で
具
体

化
し
て
い
る
か
。

答　

町
で
は
、
災
害
復
旧
・

復
興
計
画
を
定
め
て
い
る
。

大
規
模
災
害
に
備
え
、
職
員

体
制
を
整
え
、
住
宅
や
都
市

基
盤
の
復
興
を
は
じ
め
、
今

後
様
々
な
再
建
支
援
に
対
応

す
る
。

　

心
の
ケ
ア
や
孤
立
防

止
に
向
け
た
支
援
体
制
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　

被
災
者
や
子
ど
も
の
心

の
ケ
ア
に
対
応
す
る
た
め
、

国
・
県
の
専
門
チ
ー
ム
と
し

て
受
援
体
制
の
構
築
や
地
域

の
共
助
の
取
組
み
推
進
に
努

め
る
。

　

住
民
の
不
安
や
要

望
、
困
り
ご
と
を
受
け
止

め
る
窓
口
は
ど
の
よ
う
に

設
け
ら
れ
る
の
か
。

　

総
合
相
談
窓
口
を
設

け
、
生
活
再
建
や
事
業
復
興

の
不
安
に
対
す
る
相
談
に
応

じ
る
。

状
況
に
よ
り
出
張
相
談
窓

口
な
ど
、
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
方
向
性
は
。

　
　

Ｄ
Ｘ
化
す
る
こ
と
で

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
選
択
が
可
能
と

な
り
、
町
民
一
人
一
人
の
満

足
感
の
創
出
を
図
る
。

　

今
後
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
Ｄ

Ｘ
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
当
面
は
従
前
の
サ
ー
ビ

ス
は
維
持
し
つ
つ
、
誰
も
が

日
常
的
に
Ｄ
Ｘ
化
の
恩
恵
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。

  高高
たかはしたかはし

橋橋  純純
じゅんこじゅんこ

子子  議員  議員

  和和
わ だわ だ

田田  成成
あきあき

功功
のりのり

  議員  議員

※
Ｄ
Ｘ
と
は

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て

業
務
や
サ
ー
ビ
ス
を
根
本
か
ら

変
革
し
、
住
民
に
と
っ
て
便
利

で
よ
り
質
の
高
い
行
政
運
営
を

実
現
す
る
取
組
み
の
こ
と
。

※
国
や
県
の
専
門
チ
ー
ム
と
は

　
「
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」

「
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム

（
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
）」

「
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
Ｄ

Ｗ
Ａ
Ｔ
）」
が
あ
る
。

孤立集落を想定した
防災訓練の様子

問

問

答

答

答 問

問

問

答 問

答

答

答

答 問

問
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地域プロジェクトマネージャー
　　　　　　　  制度の導入を

（仮称）山北スマート IC 供用開始
に伴う広域幹線道路の実現性は

必要と判断したときには必要と判断したときには
                            利用したい                            利用したい

道路整備は難しい状況道路整備は難しい状況

動画はこちら

動画はこちら

国家プロジェクトをチャンスに！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

国
が
金
銭
的
支
援

を
す
る
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度

（
※
）」
を
導
入
し
、
専
門

的
知
識
を
生
か
せ
る
人
材

を
採
用
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

様
々
な
調
査
、
研
究
を

す
る
中
で
、
必
要
と
判
断
し

た
時
に
は
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
め

た
外
部
人
材
の
活
用
を
検
討

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

丹
沢
湖
周
辺
か
ら

東
・
西
・
北
へ
の
町
域
を

越
え
る
幹
線
道
路
の
調
査

結
果
は
。

ま
た
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
。

答　

令
和
２
年
６
月
に
、
山

北
町
に
お
け
る
広
域
的
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
係
る
意

見
交
換
会
を
設
置
し
、
県
を

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
た
会
議

を
７
回
、
現
地
調
査
を
４
回

　
（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
急
峻
で
河

川
法
に
よ
る
法
規
制
も
あ

り
、
開
発
が
難
し
い
。

土
地
利
用
や
、
周
辺
道

路
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
は
、

高
度
な
専
門
知
識
と
対
外

交
渉
に
長
け
た
人
材
の
登

用
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答　

他
自
治
体
で
行
政
経
験

を
有
す
る
職
員
を
今
年
度
採

用
し
た
。
庁
内
検
討
組
織
も

立
ち
上
げ
た
の
で
、
そ
の
中

で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

事
業
者
撤
退
後
の
旧

清
水
小
中
学
校
に
、
高
齢

者
や
子
ど
も
の
支
援
拠
点

を
集
約
し
た
ら
ど
う
か
。

答　

民
間
が
入
ら
な
い
と
厳

し
い
が
、
事
業
者
の
撤
退
時

期
や
住
民
の
意
向
を
伺
い
な

が
ら
方
向
性
を
定
め
る
。

府府
ふふ

川川
かわかわ

  輝輝
てるてる

夫夫
おお

  議員  議員

  石石
いしいし

田田
だだ

  照照
てるてる

子子
ここ

  議員  議員

（
※
）
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
と
は

　

地
域
活
性
化
の
重
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、

よ
り
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材

を
採
用
で
き
る
国
の
支
援
制
度

の
こ
と
。

開
催
し
、
本
町
の
将
来
的
な

広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
。

 　

検
証
の
結
果
、
三
保
地
区

の
丹
沢
湖
周
辺
か
ら
町
域
を

越
え
る
幹
線
道
路
が
未
整
備

で
あ
る
こ
と
が
、
大
き
な
課

題
と
結
論
付
け
、
道
路
交
通

の
円
滑
化
、
地
域
の
広
域
的

な
活
性
化
、
災
害
に
強
い
道

路
網
の
３
つ
の
観
点
か
ら
、

北
部
ル
ー
ト
を
優
先
的
に
検

討
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
取
組
み
は
、

国
の
構
想
段
階
に
お
け
る
道

路
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
進
め
て

お
り
、
第
７
回
の
会
議
で
は

相
模
原
市
方
面
へ
の
北
部

ル
ー
ト
の
複
数
案
の
設
定
に

つ
い
て
検
討
し
た
が
、
道
路

整
備
に
つ
い
て
は
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

 

　　　　　　　　山北天空大橋

答 問

問

答

問

答

答

答

答

問

問

問
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原稿は、質問者本人が作成しています。

　

旧
清
水
小
中
学
校
及

び
清
水
保
育
園
の
有
効
活

用
は
。

答　

土
地
利
用
展
開
イ
メ
ー

ジ
で
想
定
す
る
「
体
験
学
習

施
設
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
、
研
修
施
設
」
等
を
基
本

に
、
新
東
名
跡
地
利
用
推
進

会
議
で
検
討
を
進
め
る
。

　

オ
ア
シ
ス
公
園
の
再

整
備
と
眺
望
ス
ポ
ッ
ト
に

す
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の

進
捗
は
。

答　

工
事
業
者
に
貸
し
付
け

て
い
る
オ
ア
シ
ス
公
園
の
再

整
備
も
、
河
川
管
理
者
の
県

に
課
題
の
確
認
や
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

　

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
は
、
ス

マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
開
通
後
具
体
的

な
整
備
を
検
討
す
る
。

　

さ
く
ら
の
湯
の
赤
字

圧
縮
の
た
め
利
用
料
改
定

を
し
た
が
、
収
入
へ
の
影

響
や
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

令
和
５
年
度
に
改
定
し

た
効
果
は
出
て
い
る
。

　

設
置
後
20
年
以
上
が
経

ち
、
今
後
ボ
イ
ラ
ー
の
交
換

な
ど
修
繕
費
が
さ
ら
に
上

が
っ
て
い
く
。
固
定
費
の
削

減
も
努
力
を
続
け
て
い
く
が

限
界
に
き
て
い
る
。

　

利
用
者
増
加
に
向
け
、

子
連
れ
や
ハ
イ
カ
ー
が
リ

ピ
ー
ト
し
た
く
な
る
よ
う

な
取
組
み
は
。

答　

プ
ー
ル
に
は
無
料
の
浮

き
輪
の
貸
し
出
し
を
８
月
か

ら
始
め
た
。
浴
室
に
は
子
ど

も
用
の
イ
ス
や
洗
い
桶
の
設

置
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ハ
イ
カ
ー
へ
の
ｐ
Ｒ
と
し

て
、
モ
デ
ル
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
し

た
り
、
休
憩
室
に
食
品
の
自

動
販
売
機
の
設
置
を
検
討
し

て
い
く
。

　

子
ど
も
た
ち
の
活
動

時
の
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
、

小
中
学
校
体
育
館
に
空
調

設
備
を
導
入
し
て
は
。

答　

国
は
交
付
金
を
創
設
し

設
置
を
促
し
て
い
る
。
来
年

度
以
降
小
中
学
校
同
時
に
設

置
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
く
。

　

河
内
川
ふ
れ
あ
い
ビ

レ
ッ
ジ
の
復
旧
作
業
の
進

捗
状
況
は
。

答　

工
事
業
者
撤
退
後
、
従

来
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
再
整
備
す
る
。

　

台
風
被
害
を
受
け
た
モ
ロ

ト
沢
の
流
路
を
含
め
た
河
川

区
域
の
見
直
し
を
県
に
要
望

し
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
山
北
町
地
域
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
決
め

た
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
オ
ア
シ

ス
公
園
と
連
携
で
き
る
施
設

と
し
て
再
整
備
す
る
。

スマート IC を最大限に
　　生かした政策を問う

新東名跡地利用推進会議で新東名跡地利用推進会議で
　　　　利活用を推進する　　　　利活用を推進する

  大大
おおおお

野野
のの

  徹徹
てつてつ

也也
やや

  議員  議員

動画はこちら

1.  さくらの湯の利用者増加を
　２. 小中学校体育館に空調設備を

１. 利用者の声を聞き取組む１. 利用者の声を聞き取組む
２. スピード感を持って２. スピード感を持って
　　　　　　   準備していく　　　　　　   準備していく

動画はこちら

問

  冨冨
とみとみ

田田
たた

  陽陽
ようよう

子子
ここ

  議員  議員

浮き輪の貸し出しも始まり
気軽に利用できるプール

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

問

答

問

問

問
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VOICE
聴かせて

あなたの

声 町民

夏場の川遊び
ルールの整備を！

井上　達也さん
（三保）

夜、 安心して歩ける
ように街灯を増やして！

諸星　美咲さん
（山北）

山北駅の桜並木の
景観整備を！

府川 智之さん
（岸）

田舎と都会のメリット
があっていい町です

和田 陽向さん
（共和）

貸し農園を増やし
移住 ・定住の促進を！

石田　和也さん
（岸）

自然豊かな町の魅力を
届けるタクシー運転手になる

後藤　優弥さん
（岸）

山北高校の近くに軽食
が買える店が欲しい！

伊倉　柊斗さん
（三保）

大人の姿が子どもを育てる
みんなで支え合おう！

瀬戸 和江さん
（共和）

移住者と交流したい！

本橋 孝司さん
（岸）

ふれあいの場を
増やしてください

矢澤 久江さん
（向原）

自然と農業の共生で
町を元気に！

坂入 直哉さん
（山北）

介護を力に！
共に生きる安心のまちへ

安田 晴美さん
（山北）

第３弾



　～特集「やまきた駅前　～特集「やまきた駅前
　　　　　　　朝市物語」～　　　　　　　朝市物語」～

　
　
　
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
が
よ
い
の
で
、
も
っ
と
字
体
を
大
き
く
　
　

　
　
　
し
た
ら
見
や
す
か
っ
た
。

　
　
　
に
な
っ
て
い
た
朝
市
特
集
と
て
も
よ
か
っ
た
。
今
後
も
継
続

　
　
　
し
、
よ
り
楽
し
く
盛
大
に
な
る
よ
う
に
応
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
・
誰
が
・
い
つ
・
ど
う
始
め
た
の
か
、

　
　
　
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
ほ
し
か
っ
た
し
年
表
な
ど
が
あ
れ
ば

　
　
　
も
っ
と
よ
か
っ
た
。

イイ気

～その他のご意見～～その他のご意見～
　
　
　
み
や
す
い
文
章
量
と
レ
イ
ア
ウ
ト
で
し
た
。
町

　
　
　
の
課
題
に
触
れ
た
り
、
同
じ
町
に
住
む
様
々

　
　
　
な
立
場
の
町
民
を
知
れ
た
り
「
議
会
」
が
身

　
　
　
近
に
感
じ
ら
れ
る
広
報
紙
で
す
。

　
　
　
世
代
と
話
す
と
町
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が

　
　
　
多
い
。
少
し
で
も
町
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

　
　
　
え
る
よ
う
な
情
報
誌
と
し
て
楽
し
み
に
し
て

　
　
　
い
ま
す

読同

～正副議長のす・が・お～～正副議長のす・が・お～

　
　
　
員
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
一
面
を

　
　
　
知
れ
て
、
親
近
感
が
わ
く
。
な

　
　
　
り
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る

　
　
　
と
い
い
と
思
う
。

　
　
　
員
に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
良
い

　
　
　
質
問
だ
と
思
う
。
ど
う
い
う
思

　
　
　
い
で
議
員
に
な
っ
た
の
か
っ
て

　
　
　
結
構
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

議議

　
　
　
例
会
は
聞
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
や
そ
れ
ぞ

　
　
　
れ
の
議
題
の
見
出
し
が
的
確
で
わ
か
り

　
　
　
や
す
い
。

　
　
　
新
体
制
で
い
ろ
い
ろ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
の
様
な
こ
と
に
ど
れ
だ
け
お
金
が
使
わ

　
　
　
れ
て
い
る
か
分
か
り
や
す
く
て
良
い
。

～定例会・審議結果～～定例会・審議結果～

定新ど 　
　
　
し
ゃ
れ
カ
フ
ェ
が
登
場
し
て
広

　
　
　
報
紙
の
雰
囲
気
も
お
し
ゃ
れ
に

　
　
　
な
っ
た
気
が
し
た
。

　
　
　
影
時
、
背
景
の
映
り
込
み
に
は

　
　
　
気
を
付
け
た
方
が
良
い
。

お撮
～表紙・裏表紙～
～表紙・裏表紙～
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No.222 議会のおと

広報モニターアンケート
　議会広報モニターの皆さまから、前号（No.222）に関しての
アンケートに回答していただきました。モニターの方の多様な
声でつくる議会だよりをめざしています。すべてのご意見を載
せられず残念ですが、一部をご紹介します。

※全集計結果はホームページに
　掲載しています。
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　　　　　  次回のおしゃべり Cafe は、
　　 12 月 20 日 （土） 13:30 ～ 15:00
　　山北駅前 cafe NICO で開催します。
　　　　　（山北 1840-28）

　今回は８/20 猛暑の中、新しくできた木の香
り漂う生涯スポーツセンターで初めて「おしゃ
べり Cafe」を開催しました。
　出席者：高橋・池谷・瀬戸 ( 伸 )・大野・熊澤

８/20 生涯スポーツセンター
（でこにぃスポーツハウス）

神奈川県内で町内に訪問介護・看護事業所がな
いのは、山北町・真鶴町・清川村の2町1村だけ。
特に三保・清水・共和のような山間部には来て
くれず、介護の不平等さを感じる。

「山北町は訪問介護をやっていない」と聞いて
びっくりした。町にその仕組みがないことに不
安を覚えている。ずっと家で介護を続けたいと
思っているが、町はどう考えているのか…

◆

◆

　「おしゃべり Cafe」は、皆さまとの意見交換の場を増やす取組みとして２ヶ月
に１度開催しています。いただいた貴重なご意見は、町づくりの課題として整理し、
政策提言などへつなげていきます。

　現在、広報広聴委員会の広聴メン
バーでは、更なる開かれた議会をめ
ざし、これまでの活動を見直して新
しい広聴の形、おしゃべり Cafe を
もっと進化させたいと話し合いを重
ねております。
　町民の皆様からもアイディア・ご
意見をお待ちしています。

広聴のメンバーが
皆様の声を集めて動いています

おしゃべり Cafe 通信はホームページでご覧いただけます。

左から　府川・熊澤・遠藤・冨田・高橋・大野・
瀬戸（恵）・池谷

～きいて、は
なして、つながって～
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　毎年この研修会に参加し、 様々な専門分野の講

師のもと、 より良い広報紙の作り方を学んできまし

たが、今回の講義ではついに映像講師によるスマー

トフォンでできる動画の撮り方、 編集の仕方や動画

の活かし方を学んできました。

　当議会は一般質問や議会報告レポートを動画で

公開していますが、 試行錯誤を重ね時代の流れに

あったさらなる広報活動をしていきたいと思います。

　福岡県大刀洗町議会で長年広報委員長を務めら

れている議員の講義では、 広報紙編集の工夫や苦

労した点を聞きました。 大変参考になり、 改良をし

たいと思っていた当議会の審議結果のページもこ

の講義の内容を参考に作りました。

　　　　　　　　　　　　　  （記） 冨田　陽子

「研修が活かされ
読みやすくなっているといいな」

　津久井やまゆり園の事件から今日までの変革に

ついて話を伺いました。現在力をいれていることは、

「こどもたちにどのような社会で暮らしてほしい

か。こどもは風景から学ぶ。見ている景色から学

ぶ。様々な人々がともに生きる社会を見せたい。」

という最後の園長の言葉の重み、 想いが伝わって

きました。 普段は別々に過ごす高齢者や乳幼児、

障がい者等と同じ時間を共有することが、 まずは知

ること、 理解しあうことにつながっていくはず。

　報道では、 事件や問題ばかりが取り上げられ、 ど

のように園が変革しているかは知りませんでした。

次回は、 園を視察させていただきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　 （記） 冨田　陽子

「中井やまゆり園変革へ」

令和７年度 町村議会広報研修会

令和７年度南足柄市議会・
足柄上郡町村議会

議長会合同議員交流視察研修

令和７年８月２８日（木）    13：00 ～ 16：40
会場：LINE　CUBE　SHIBUYA

●「インタビュー記事を足して　
　　　　　　　　　読まれる広報紙にしよう」
　　  　インタビューライター　丘村　奈央子氏

●「スマートフォンを活用した撮影技術・
　　　　　　　　　　　　　動画作成の基本」
　　　　　　　　　  　映像講師　渡川　修一氏

●「議会活性化と連動した広報紙づくり」
　福岡県大刀洗町議会
　　　　　　　  議会広報委員長　平山　賢治氏

令和７年 7 月 1 日（火）  　14：30 ～ 16：45
会場：中井町農村環境改善センター

「中井やまゆり園の取組について」
　　  　
　　　　県立中井やまゆり園園長
　　　　　　　　　　　　　井上　一 氏

・当事者のみなさんの力を借りて、 ともに生きる同じ

　時間を共有することを大切にしている。

・地域生活移行の準備施設として応援している。

・施設が終の住処ではなく、 地域で生活していけるよ

　う農作業や手仕事、 外出に力を入れている。

・第三者との関わりも大切にし、 園独自で自治会活動

　も始めている。

研修会レポート
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参加した議員と
道の駅の仕掛け人

 大塚克也氏（元校長）

　

千
葉
県
鋸き
ょ

南な
ん

町
に
あ
る
「
道
の
駅
保ほ

田た

小
学
校
」
は
、
平
成
26
年
に
閉
校
と
な
っ
た
旧

保
田
小
学
校
を
再
活
用
し
、
平
成
27
年
に
開
業
し
た
道
の
駅
。

　

校
舎
や
体
育
館
な
ど
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
教
室
は
地
元
特
産
品
を
販
売
す
る
店
舗
や

宿
泊
室
「
学
び
の
宿
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
給
食
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
食
堂
や
、
地
元
産
の
野
菜
・
加

工
品
を
扱
う
直
売
所
も
併
設
さ
れ
、
観
光
客
や
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
賑
わ
う
。

　

廃
校
施
設
の
有
効
活
用
に
よ
る
地
域
振
興
の
成
功
例
と
し
て
注
目
さ
れ
「
懐
か
し
さ
」

と
「
新
し
さ
」
を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
魅
力
が
多
く
の
来
訪
者
を
引
き
寄
せ
て
い
る
。

　

廃
校
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
状
況
を

地
域
の
知
恵
と
協
働
に
よ
っ
て
プ
ラ

ス
の
価
値
へ
と
転
換
さ
せ
た
。

　

行
政
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
、

大
学
生
を
含
む
民
間
事
業
者
な
ど
の

外
部
人
材
が
一
体
と
な
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
動
し
短
期
間
で
開
業
ま
で

つ
な
げ
た
実
績
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　

町
内
に
も
、
廃
校
施
設
や
未
利
用

公
共
資
産
を
ど
う
活
か
す
か
が
課
題
。

　

議
会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
成
功

事
例
を
参
考
に
、
地
域
資
源
の
有
効

活
用
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
議

論
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

廃校活用の新しいかたち

都市交流施設

「道の駅 保田小学校」を訪ねて

先進地
視察

〒 299-1902　千葉県安房郡鋸南町保田 724
TEL：0470（29）5530　　FAX：0470（50）1755
営業時間  9：00 ～ 17：00（年中開校） 　ホームページ   http://hotasho.jp/

都市交流施設
   道の駅 　　保田小学校

全国道の駅
ランキング

第 2位！



議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
町
内
事
業
者
や
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
写
真
を
表
紙
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　
【
営
業
時
間
】
1 1
時
～
1 6
時

　
【
定
休
日
】
木
曜
日
、
月
末
金
曜
日　

　
【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
】
０
４
６
５
―
７
５
―
０
２
２
２

黄色い旗が OPEN の印

活
き
い
き
ひ
ろ
ば

　

ゆ
っ
く
り
珈
琲
タ
イ
ム
を

山
北
地
区
在
住　

井い
の
う
え上　

伸の
ぶ

夫お

さ
ん

　

景
色
の
良
い
所
で
、
ゆ
っ
く
り
く

つ
ろ
げ
る
珈
琲
タ
イ
ム
を
め
ざ
し
て
、

神
奈
川
県
内
を
た
く
さ
ん
見
て
歩
い

て
、
こ
の
場
所
に
カ
フ
ェ
を
作
り
ま

し
た
。

　

特
別
な
空
間
に
し
た
く
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
自

分
で
作
り
ま
し
た
。
大
工
仕
事
は
大
変
で
し
た
が
、
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

店
内
の
窓
か
ら
見
え
る
山
々
の
景
色
は
最
高
で
す
。
春
夏
秋
冬

の
山
北
の
景
色
を
楽
し
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
珈
琲
タ
イ
ム
を
す
ご
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
ち
な
み
に
「
洒
水
の
滝
」
の
お
い
し
い
水
を
い

た
だ
い
て
珈
琲
を
い
れ
て
い
ま
す
。

　

す
て
き
な
景
色
と
、
お
い
し
い
水
が
あ
る
山
北
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
11
月
か
ら
楽
し
く
営
業
し
て
ま
ー
す
。

　
（
テ
ラ
ス
席
は
ワ
ン
ち
ゃ
ん
ｏ
ｋ
で
す
。）

編集委員の編集委員の

1212月月88日（月）～日（月）～
庁舎内テレビでも放映しています

議会事務局

お問い合わせ

第４回定例会（予定）

75–3653

議会の傍聴においでください議会の傍聴においでください

編
集
メ
ン
バ
ー　

高
橋　

純
子

冨
田　

陽
子

和
田　

成
功

瀬
戸　

伸
二

石
田　

照
子

児
玉　

洋
一

町議会
YouTube チャンネル
一般質問などの動画を配
信していますので、チャン
ネル登録お願いします

　議員になり、初めて議会広報紙の編集にか
かわる事となりました。「分かりやすく、伝わる」
をモットーに広報紙編集に努めてまいります。
　さて、私は野球が大好きで１０数年前まで少
年野球のコーチをしていましたが、今では年齢
のせいもあり観戦するのみとなりました。
　プロ野球では大のＧ党です。今年の巨人は
ファンにとってイライラの募るシーズンでした。
テレビ放送の途中何度もチャンネルを変えたこ
とか。来シーズンは、勝利の「しんのすけー」コー
ルを多く叫びたいです。
　よろしくお願いいたします。

　（記）瀬戸伸二

表紙表紙
テーマテーマ
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